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研究成果の概要（和文）：本研究では集団間葛藤のある状況における協力行動に関して進化シミュレーションと実験室
実験により検討を行った。進化シミュレーションより、少数派の行動を模倣する個体がいる状況では、多数派の行動を
模倣する個体しかいない状況よりも協力率が低下し、集団全体の平均的な利得が低下することが分かった。また、2つ
の集団で利得を争わせるダブルジレンマ実験を行ったところ、前半試行では男女ともに集団内の他者の行動が参照でき
る条件で協力率が上昇したが、後半試行では女性参加者が協力率を低下させるという現象が得られた。

研究成果の概要（英文）：Computer simulation revealed that the cooperation rate decreased when 
minority-syncing was introduced. The cooperation rate of the no-conformity condition was higher than of 
both the minority and the mixed conditions. We conducted double-dilemma experiment. We found that 
cooperation rate was high when participants can see other participants' behavior during the early part of 
the experiment. However, female participants' cooperation rate was decrease in the second half.
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１．研究開始当初の背景 
 Boyd & Richersonは、文化的群淘汰理論で、
社会的学習の能力に支えられた文化的伝統 
(中西・亀田, 2002) が、多層淘汰 (Sober & 
Wilson, 1999) のスピードを促進すると主張
している。ここでは、社会的学習能力は情報
獲得のドメインで獲得されたという前提を
置いているが、集団での協力行動のドメイン
にキャリーオーバーして、多数派同調が進化
すると考える。しかしながら、このようなド
メイン間のキャリーオーバーという仮定は
必ずしも保証されない。 
 そこで、横田・中西 (2012) は、他のドメ
インからのキャリーオーバーを想定せずに、
多数派の行動を模倣する傾向が、複数の集団
が存在する社会的ジレンマ状況、すなわちダ
ブルジレンマ状況で合理的と言えるのかを
検討した。横田・中西 (2012) の進化シミュ
レーションは、エージェントベースのシミュ
レーションであった。シミュレーション上の
世界には複数の集団が存在し、各個体はいず
れかの集団に所属する。各集団に割り当てら
れた個体は、自集団の中で社会的ジレンマゲ
ームをプレイする。各集団の協力率が計算さ
れ、協力率の低い集団は集団ごと絶滅する可
能性がある状況を導入した。つまり、各個体
は、個体レベルと集団レベルという異なるレ
ベルで淘汰がかけられる状況に置かれた。結
果、集団の絶滅確率 (集団間の協力率比較に
より低い協力率の集団が絶滅するイヴェン
トがどのくらいの頻度で起こるかという指
標) が高くなるほど、内集団協力および多数
派同調傾向が進化した。 
 横田・中西 (2012) で検証された仮説は、
場面想定法実験 (中西・横田, 2007, 2009) 及
び実験室実験 (Nakanishi & Yokota, 2011) で
も検証を試みたが、完全には成功していない。
その理由は、実際の人間は必ずしも社会的ジ
レンマ状況で多数派同調行動を採らないか
らである。既に他集団に勝利するのに十分な
協力者数が得られていれば、自分は協力せず
に非協力 (少数派同調) をした方が合理的で
ある (石橋・亀田・河口, 2010)。こうしたチ
キンゲーム的な構造が集団間葛藤における
内集団協力の文脈に存在するということが
Bornstein (2003) によって指摘されている。本
研究では、集団間レベルでの淘汰圧が強くな
い (=集団間葛藤が激しくない) 状況では、多
数派同調だけではなく少数派同調にも同様
に適応基盤が存在するとの仮説を立てる。こ
の仮説を検証するため、集団間の葛藤が存在
する状況における社会的ジレンマ状況で、少
数派同調を代表とする様々なタイプの社会
的影響のパタンを想定した進化シミュレー
ションを行い、そこで得られた理論命題を実
験室実験で検証した。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、文化的群淘汰 (Boyd & 
Richerson, 2005) の適用範囲を明らかにする

ことであった。文化的群淘汰理論では多数派
同調傾向が集団間葛藤の存在する社会的ジ
レンマ状況で協力率を上昇させると主張さ
れており、これは申請者らによるシミュレー
ションでも支持されている  (横田・中西 , 
2012)。しかし、これまでの議論では多数派同
調という特殊なタイプの社会的感受性のみ
が扱われており、少数派同調や成功者への同
調など多様な社会的感受性についてはほと
んど扱われていない。例えば少数派の影響力
についてはイノヴェーション (Rogers, 1962; 
Moscovich, 1976) や集団思考 (Janis, 1972) の
文脈を考えると極めて重要である。本研究で
は、進化シミュレーションと実験室実験によ
り、多様な社会的感受性と協力との関係につ
いて検討した。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、集団間葛藤の存在する社会的
ジレンマ状況で、少数派同調を行う個体を導
入した場合に文化的群淘汰が十分に機能し
なくなるという予備的なシミュレーション
結果を踏まえ、本格的なシミュレーション及
び実験室実験を行った。 
 
(1) 進化シミュレーション 
 横田・中西 (2012) の進化シミュレーショ
ンモデルに、少数派同調を行うエージェント
を導入したシミュレーションを行った。予め
行った簡易版のシミュレーションでは、多数
派同調を行う個体のみが存在する状況より
も全体的な協力率が低下する場合が存在し
た。さらに系統立ててパラメーターを変化さ
せて、以下のポイントについてさらに詳しく
検証した。具体的には、集団間の葛藤の強度 
(集団間の葛藤がエージェントの生死や繁殖
に与える影響の強さ) を変動させることによ
り、どのような状況でより少数派同調の存在
が協力率を低下させるのか、マクロな側面に
着目した検討を行い、少数派同調をする個体
がどのような状況 (集団間葛藤強度、多数派
同調・非同調・少数派同調の各エージェント
の初期比率、1集団あたりのエージェント数、
全ポピューションにおける集団数、突然変異
率などの主要なパラメーターを組織的に変
動させた状況) で数を増すのかを検討した。 
 
(2) 実験室実験 
 続いて、集団間葛藤を実験室に再現するた
め、3 人 1 グループの社会的ジレンマゲーム
を同時に 2グループで実行し、グループに提
供された金額が少ない方のグループから、多
い方のグループ、一定の割合で報酬を移動さ
せるダブルジレンマ実験を行った。 
 実験参加者は広島修道大学の学生 72 名 
(男性 21名、女性 51名) であった。実験プロ
グラムには社会的ジレンマ実験プログラム
「どこレンマ」(中西・横田・中川・泉, 2014) 
を用いた。実験端末は Wi-Fiでインターネッ
トに接続された Apple社製の iPad Airを用い



た。 
 1 セッションの実験には 6 名の実験参加者
が参加した。参加者はそれぞれ個室の実験室
に案内された。参加者は端末上に示される説
明を読み、無作為に分けられた 3 名ずつの 2
集団からなる社会的ジレンマ実験に参加し
た。参加者は毎回 20 円の元手を与えられ、
その元手を自集団に提供するかどうかを決
定した。提供金額は 2 倍にされて自集団の 3
名に平等に分配される。さらに、毎試行集団
間で総提供金額が比較され、提供額が低い集
団の成員はその試行に稼いだ金額の中から
20%が没収され、その額が全て提供額の高い
集団の成員に平等に分配された。社会的ジレ
ンマゲームは 50 試行繰り返されたが、事前
に何試行行うかは教示されなかった。 
 実験条件は、自集団成員の行動を参照でき
るか否かの実験参加者 (集団) 間要因 (各条
件 36名) であった。参照可能条件では集団成
員全員の行動履歴も全てフィードバックさ
れた。参照不可能条件では自身の行動履歴は
表示されるが、他の成員についての情報は一
切表示されなかった。 
 
４．研究成果 
(1) 進化シミュレーション 
 進化シミュレーションの結果、多数派同調
のみを導入した場合 (多数派同調条件) には
横田・中西（2012）と同じパタンの結果が得
られた。一方、少数派同調を導入したシミュ
レーション (少数派同調のみを行える少数派
同調条件/少数派同調と多数派同調の両方を
行うことができる混合条件) では少数派同調
個体は一定数の比率で存在しており、少数で
あれば適応基盤が存在することが示された。
集団全体では少数派同調条件及び混合条件
の方が多数派同調条件よりも平均協力率が
低くなった。また、協力の閾値は、多数派同
調条件では集団レベル淘汰の頻度が高まる
ほど低くなり、少数派同調条件では 
集団レベル淘汰の頻度が高まるほど高くな
った。つまり、いずれの条件でも集団レベル
淘汰の頻度が高まるほど協力率が上昇する
方向に変化した。 
 
(2) 実験室実験 
 実験の結果、参照可能条件では男性は一貫
して高い協力率を保つものの、女性は試行経
過に伴って協力率を下げ、最終的には参照不
可能条件よりも協力率が低くなるという結
果が得られた。男性に関しては基本的に横
田・中西 (2012) のシミュレーション結果が
再現されていたが、女性に関しては参照でき
ることがかえって協力率を下げるという中
西・横田 (2015) のパタンに近い結果が得ら
れた。 
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